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徳島市民病院の理念

「思いやり・信頼・安心」
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平成22年の新春を迎え、皆様に
は謹んでお喜び申し上げます。
日ごろは当院の病診連携事業に
ご理解とご協力をいただき、厚く
御礼申し上げます。
徳島市民病院は今春に二期工事が完了し、ようやく
新病院のフルオープンを迎えます。新しく快適な環境
になりましたので、是非一度おいでいただき、新病院
をご高覧ください。
米国発のサブプライムローン問題に端を発した金融
危機により、世界的な経済不況に陥り、わが国の医療

年頭のご挨拶
徳島市民病院長 露口 勝

界においても低医療費政策で厳しい環境が続いていま
す。医療崩壊、病院崩壊が叫ばれる中、当院では新病
院の建設を変革の好機と捉え、地域の中核病院として
医療水準の向上、医療の効率化を進めてまいりました。
公立病院として、どのような環境においても地域住民
に良質で豊かな医療を継続して提供できる施設にした
いと考えています。本年もどうぞ宜しくお願いいたし
ます。
本年が皆様にとりまして幸多い年となりますよう心
からご祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

明けましておめでとうございま
す。
皆様方におかれましてはご健勝
にて新しい年をお迎えになられた
こととお慶び申し上げます。日ごろは何かとご協力い
ただき年頭にあたりあらためて御礼申し上げます。
平成16年よりすすめてまいりました新築工事が本
年3月にようやく完了し、新しい徳島市民病院として
出発することになりました。
近年、医療を取り巻く環境は、高齢化に伴う疾患構
成の変化、情報公開などを通しての住民意識の変化、

新年のご挨拶
徳島市病院事業管理者 湊 省

医療経済の疲弊、一貫性のない医療制度改革などの中
で大きく変化し、極めて厳しい状況にあります。
その中で、徳島市民病院は急性期医療に特化した地
域中核病院として、皆様と共に地域医療提供体制の確
立に努力していきます。
皆様方の益々のご活躍をお祈りしております。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。
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徳島市民病院は、平成20年1月に建物主要部分の建築工事が完了し部分開院した後、旧病院施設を撤去し、引き

続き第2期工事を施工してきましたが、昨年末に建物部分の工事をすべて完了し、併用を開始しました。

第2期工事は、病院建物南側の低層部分の拡張を行うもので、地上4階、地下1階、延べ床面積3千347平方㍍の

フロアを新たに整備しました。

当該拡張部分の施設内容は右のとおりです。

また、施設が拡張されたことにより、経過的に医局・食堂・

売店等を配置していた11階フロアを病棟（30床）として整備

するほか、人工透析室を10床から20床に増床します。

新病院の建設工事は、外構工事や周辺道路の整備を残すのみ

となっており、3月末までにすべての工事を完了する予定です。

新病院は、地域の中核的な病院として、急性期医療に重点を

置いた良質かつ専門的な医療を提供するとともに、公立病院として、高度医療、先進医療などの政策的医療を担い、市

民の皆さんに信頼される病院を目指していきます。

化学療法室等4階

医局、病歴管理室等3階

外来（眼科、小児科等）2階

入院受付、相談室、食堂・喫茶
1階

売店、理容室、患者用図書室等

講義室、会議室、倉庫等B1階
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▲建物の工事が完了し、外構工事を残すのみとなった市民病院

▲1階のエントランスホール（入院受付を増設） ▲2階の外来（3階仮設ブースから眼科、小児科を移設）

▲4階の化学療法室
（ベッド数を増床）

�利用しやすくなった
売店（1階）

食堂・喫茶（1階）�

地下1階の講義室�
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患者さまをご紹介していただく際には、事前にFAX予約をお願いいたします。FAX予約をしていただくと、
診察の待ち時間が短くなります。お配りしております「地域医療連携患者受診申込書」でお申込みください。
申込み用紙が不足の場合は、ご連絡いただければお送り致します。また、当院ホームページからも印刷可能です。

電話（088）622－5121（内線2118）
FAX（0120）20－5583

コ計統 ーナー
診療科別「地域医療支援病院」の紹介率・逆紹介率

9 月10 月11 月
科 名 逆紹介率

（％）
紹介率
（％）

逆紹介率
（％）

紹介率
（％）

逆紹介率
（％）

紹介率
（％）

逆紹介患者
（人）

初診即入院
（人）

初診紹介患者
（人）

初診時間外
（人）

初診患者数
（人）

43.5%63.1%40.6%68.0%38.6%69.7%9740159287519内 科
30.7%66.7%38.1%70.1%23.2%69.5%358485361480小児科
59.3%84.9%65.0%88.1%56.7%85.4%931413836196外 科
90.0%68.2%86.1%77.1%81.5%68.8%1672013354251整形外
106.3%51.9%94.9%58.2%109.9%55.6%8954329108脳神経
25.0%20.8%5.9%33.3%10.5%47.4%4518644皮膚科
19.2%67.1%31.8%59.1%25.4%76.1%17151875泌尿器
24.1%57.4%21.2%67.1%26.8%59.2%195411281産婦人
43.8%43.8%18.2%45.5%31.3%25.0%514319眼 科
6.7%0.0%38.5%15.4%70.0%10.0%701212耳鼻咽

119.8%96.3%123.9%98.9%140.8%98.0%69048049放射線
59.4%66.6%59.2%71.9%54.6%69.8%6021757217981,834合 計
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平成21年11月の紹介患者数（再診患者を含む）
301医療機関より1,016名ご紹介いただきました。

ありがとうございました。

※なお、救急診療を要する患者さまの場合は、別にお知らせしております救急担当医まで直接ご連絡をお願
いいたします。（平日時間内）

安全な診療を行う為に、紹介患者さまが服用されている処方薬をお教えください。
当院では、服用されている薬の情報をしっかり把握することにより、安全でより効果的
な治療を目指しています。
最近では、薬の種類も非常に増加しており、また、高齢の患者さまが複数の診療科にか
かる場合も増加していることから、薬の多剤併用による副作用等も問題になっています。
薬は、適正な情報提供のもとで正しく使用されることにより有効性と安全性を確保することができますので、患
者さまをご紹介いただく際には、診療情報と併せて処方薬の情報も提供くださいますようお願いいたします。
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